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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月6日(2021.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化する、前記ＰＢＣＨ
において伝達されるタイミングリファレンス番号の第１のセットの１つまたは複数のビッ
トを決定することと、ここにおいて、前記タイミングリファレンス番号の異なるビットは
、前記ＰＢＣＨ ＴＴＩの異なる持続時間についての前記第１のセットの１つまたは複数
のビットを備え、
　前記ＴＴＩ内で、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたって変化しない前記タイミングリフ
ァレンス番号の第２のセットのビットを含む、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ
）の複数のバージョンを送信することと、
　各ＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセットのビッ
トのインジケーションを提供することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記タイミングリファレンス番号は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）、サブフレーム
レベルのインジケーション、シンボルレベルのタイミングのインジケーション、同期信号
ブロック（ＳＳＢ）インデックス、またはハーフフレームのインジケーションのうちの少
なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記インジケーションは、同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、または復調基準
信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを介して提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記インジケーションは、前記ＰＢＣＨ送信の冗長バージョンまたはスクランブリング
シーケンスのうちの少なくとも１つを介して提供され、
　前記第１のセットのビットの異なる値は、異なる冗長バージョンにマッピングされる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記インジケーションは、
　同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、復調基準信号（ＤＭＲＳ）、スクランブリ
ングシーケンス、または前記ＰＢＣＨの異なる冗長バージョンへの前記第１のセットのビ
ットの異なる値のマッピング
　のうちの少なくとも２つを介して提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＤＭＲＳと前記スクランブリングシーケンスの両方は、同期信号ブロック（ＳＳＢ
）インデックスの一部分を搬送する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための方法であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化するタイミングリフ
ァレンスの第１のセットの１つまたは複数のビットを決定することと、ここにおいて、前
記タイミングリファレンス番号の異なるビットは、前記ＰＢＣＨ ＴＴＩの異なる持続時
間についての前記第１のセットの１つまたは複数のビットを備え、
　前記ＴＴＩ内の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の複数のバージョンのうち
の少なくとも１つを復号することと、ここにおいて、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたっ
て変化しない前記タイミングリファレンス番号の第２のセットのビットを含み、
　各復号されたＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセ
ットのビットのインジケーションを取得することと、
　を備える方法。
【請求項８】
　前記タイミングリファレンス番号は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）、サブフレーム
レベルのインジケーション、シンボルレベルのタイミングのインジケーション、同期信号
ブロック（ＳＳＢ）インデックス、またはハーフフレームのインジケーションのうちの少
なくとも１つを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記インジケーションは、同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、または復調基準
信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを介して提供される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記インジケーションは、前記ＰＢＣＨ送信の冗長バージョンまたはスクランブリング
シーケンスのうちの少なくとも１つを介して提供され、
　前記第１のセットのビットの異なる値は、異なる冗長バージョンにマッピングされる、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記インジケーションは、
　同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、復調基準信号（ＤＭＲＳ）、スクランブリ
ングシーケンス、または前記ＰＢＣＨの異なる冗長バージョンへの前記第１のセットのビ
ットの異なる値のマッピング
　のうちの少なくとも２つを介して提供される、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＤＭＲＳと前記スクランブリングシーケンスの両方は、同期信号ブロック（ＳＳＢ
）インデックスの一部分を搬送する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
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　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化する、前記ＰＢＣＨ
において伝達されるタイミングリファレンス番号の第１のセットの１つまたは複数のビッ
トを決定するための手段と、ここにおいて、前記タイミングリファレンス番号の異なるビ
ットは、前記ＰＢＣＨ ＴＴＩの異なる持続時間についての前記第１のセットの１つまた
は複数のビットを備え、
　前記ＴＴＩ内で、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたって変化しない前記タイミングリフ
ァレンス番号の第２のセットのビットを含む、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ
）の複数のバージョンを送信するための手段と、
　各ＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセットのビッ
トのインジケーションを提供するための手段と、
　を備える装置。
【請求項１４】
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化するタイミングリフ
ァレンスの第１のセットの１つまたは複数のビットを決定するための手段と、ここにおい
て、前記タイミングリファレンス番号の異なるビットは、前記ＰＢＣＨ ＴＴＩの異なる
持続時間についての前記第１のセットの１つまたは複数のビットを備え、
　前記ＴＴＩ内の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の複数のバージョンのうち
の少なくとも１つを復号するための手段と、ここにおいて、前記ＴＴＩの前記持続時間に
わたって変化しない前記タイミングリファレンス番号の第２のセットのビットを含み、
　各復号されたＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセ
ットのビットのインジケーションを取得するための手段と、
　を備える装置。
【請求項１５】
　命令を備えるコンピュータプログラム製品であって、前記命令は、実行されると、請求
項１～1２のうちの一項に記載の方法を１つまたは複数のコンピュータに実行させる、コ
ンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　[0131]特許請求の範囲は、上記に例示された厳密な構成および構成要素に限定されない
ことが理解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、特許請求の範囲から逸
脱することなく、上記で説明された方法および装置の配置、動作および詳細において行わ
れ得る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化する、前記ＰＢＣＨ
において伝達されるタイミングリファレンス番号の第１のセットの１つまたは複数のビッ
トを決定することと、
　前記ＴＴＩ内で、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたって変化しない前記タイミングリフ
ァレンス番号の第２のセットのビットを含む、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ
）の複数のバージョンを送信することと、
　各ＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセットのビッ
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トのインジケーションを提供することと、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記タイミングリファレンス番号は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）、サブフレーム
レベルのインジケーション、シンボルレベルのタイミングのインジケーション、同期信号
ブロック（ＳＳＢ）インデックス、またはハーフフレームのインジケーションのうちの少
なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　異なる同期モードが、前記ＴＴＩの異なる持続時間を有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　異なる同期モードは、スタンドアロンモードでの初期捕捉、ノンスタンドアロンモード
での初期捕捉、アイドルモードでの同期、バックホールネットワークにおいて別の基地局
に提供される同期、または接続モードのうちの少なくとも２つを備える、Ｃ３に記載の方
法。
［Ｃ５］
　前記インジケーションは、同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、または復調基準
信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを介して提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記インジケーションは、前記ＰＢＣＨ送信の冗長バージョンまたはスクランブリング
シーケンスのうちの少なくとも１つを介して提供され、
　前記第１のセットのビットの異なる値は、異なる冗長バージョンにマッピングされる、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記インジケーションは、
　同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、復調基準信号（ＤＭＲＳ）、スクランブリ
ングシーケンス、または前記ＰＢＣＨの異なる冗長バージョンへの前記第１のセットのビ
ットの異なる値のマッピング
　のうちの少なくとも２つを介して提供される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＤＭＲＳと前記スクランブリングシーケンスの両方は、同期信号ブロック（ＳＳＢ
）インデックスの一部分を搬送する、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　第１のセットのＰＢＣＨ　ＴＴＩについては、前記ＤＭＲＳおよびスクランブリングシ
ーケンスの設計は、各ＰＢＣＨ　ＴＴＩに対して同じであり、
　第２のセットのＰＢＣＨ　ＴＴＩについては、前記ＤＭＲＳおよびスクランブリングシ
ーケンスの前記設計は、ＰＢＣＨ　ＴＴＩ依存である、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＤＭＲＳと前記ＭＩＢの両方が、ハーフフレームのインジケーションの一部分を搬
送する、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレスデバイスに、前記ＰＢＣＨ周期性および／またはＴＴＩ持続時間についての
情報を伝達することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記情報は、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、システム情報ブロック（ＳＩＢ）、また
は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを介して伝達される
、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記情報は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して伝達され、
　前記ＰＢＣＨは、第２のＲＡＴネットワークを介して送信される、
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　Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための方法であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化するタイミングリフ
ァレンスの第１のセットの１つまたは複数のビットを決定することと、
　前記ＴＴＩ内の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の複数のバージョンのうち
の少なくとも１つを復号することと、ここにおいて、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたっ
て変化しない前記タイミングリファレンス番号の第２のセットのビットを含み、
　各復号されたＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセ
ットのビットのインジケーションを取得することと、
　を備える方法。
［Ｃ１５］
　前記タイミングリファレンス番号は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）、サブフレーム
レベルのインジケーション、シンボルレベルのタイミングのインジケーション、同期信号
ブロック（ＳＳＢ）インデックス、またはハーフフレームのインジケーションのうちの少
なくとも１つを備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　異なる同期モードが、前記ＴＴＩの異なる持続時間を有する、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　異なる同期モードは、スタンドアロンモードでの初期捕捉、ノンスタンドアロンモード
での初期捕捉、アイドルモードでの同期、バックホールネットワークにおいて別の基地局
に提供される同期、または接続モードのうちの少なくとも２つを備える、Ｃ１６に記載の
方法。
［Ｃ１８］
　前記インジケーションは、同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、または復調基準
信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを介して提供される、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記インジケーションは、前記ＰＢＣＨ送信の冗長バージョンまたはスクランブリング
シーケンスのうちの少なくとも１つを介して提供され、
　前記第１のセットのビットの異なる値は、異なる冗長バージョンにマッピングされる、
　Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記インジケーションは、
　同期信号、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、復調基準信号（ＤＭＲＳ）、スクランブリ
ングシーケンス、または前記ＰＢＣＨの異なる冗長バージョンへの前記第１のセットのビ
ットの異なる値のマッピング
　のうちの少なくとも２つを介して提供される、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記ＤＭＲＳと前記スクランブリングシーケンスの両方は、同期信号ブロック（ＳＳＢ
）インデックスの一部分を搬送する、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　第１のセットのＰＢＣＨ　ＴＴＩについては、前記ＤＭＲＳおよびスクランブリングシ
ーケンスの設計は、各ＰＢＣＨ　ＴＴＩに対して同じであり、
　第２のセットのＰＢＣＨ　ＴＴＩについては、前記ＤＭＲＳおよびスクランブリングシ
ーケンスの前記設計は、ＰＢＣＨ　ＴＴＩ依存である、
　Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記ＤＭＲＳと前記ＭＩＢの両方が、ハーフフレームのインジケーションの一部分を搬
送する、Ｃ２０に記載の方法。
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［Ｃ２４］
　別のワイヤレスデバイスから、前記ＰＢＣＨ周期性および／またはＴＴＩ持続時間につ
いての情報を取得することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記情報は、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）、システム情報ブロック（ＳＩＢ）、また
は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングのうちの少なくとも１つを介して取得される
、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記情報は、第１の基地局から取得され、
　前記ＰＢＣＨは、第２の基地局によって送信される、
　Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記情報は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して取得され、
　前記ＰＢＣＨは、第２のＲＡＴネットワークを介して送信される、
　Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２８］
　復調基準信号（ＤＭＲＳ）の複数のインスタンスの検出を通じて、前記ＰＢＣＨ　ＴＴ
Ｉの前記周期性についての情報を少なくとも部分的に推測することと、
　後続のＰＢＣＨ処理のために、前記推測された情報を使用することと、
　をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２９］
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化する、前記ＰＢＣＨ
において伝達されるタイミングリファレンス番号の第１のセットの１つまたは複数のビッ
トを決定するための手段と、
　前記ＴＴＩ内で、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたって変化しない前記タイミングリフ
ァレンス番号の第２のセットのビットを含む、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ
）の複数のバージョンを送信するための手段と、
　各ＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセットのビッ
トのインジケーションを提供するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化するタイミングリフ
ァレンスの第１のセットの１つまたは複数のビットを決定するための手段と、
　前記ＴＴＩ内の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の複数のバージョンのうち
の少なくとも１つを復号するための手段と、ここにおいて、前記ＴＴＩの前記持続時間に
わたって変化しない前記タイミングリファレンス番号の第２のセットのビットを含み、
　各復号されたＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセ
ットのビットのインジケーションを取得するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ３１］
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化する、前記ＰＢＣＨ
において伝達されるタイミングリファレンス番号の第１のセットの１つまたは複数のビッ
トを決定するように構成され、かつメモリと結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記ＴＴＩ内で、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたって変化しない前記タイミングリフ
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ァレンス番号の第２のセットのビットを含む、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ
）の複数のバージョンを送信することと、各ＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリフ
ァレンス番号の前記第１のセットのビットのインジケーションを提供することと、を行う
ように構成されたトランシーバと、
　を備える装置。
［Ｃ３２］
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための装置であって、
　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）送信周期性とＰＢＣＨ送信時間間隔（ＴＴ
Ｉ）の持続時間とに基づいて、前記ＴＴＩの持続時間にわたって変化するタイミングリフ
ァレンスの第１のセットの１つまたは複数のビットを決定するように構成され、かつメモ
リに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記ＴＴＩ内の物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の複数のバージョンのうち
の少なくとも１つを復号することと、ここにおいて、前記ＴＴＩの前記持続時間にわたっ
て変化しない前記タイミングリファレンス番号の第２のセットのビットを含み、各復号さ
れたＰＢＣＨ送信とともに、前記タイミングリファレンス番号の前記第１のセットのビッ
トのインジケーションを取得することと、を行うように構成された復号器と、
　を備える装置。
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